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1. はじめに 

衛星画像を用いた農用地の土地利用判別を国レベルの広域で毎年実施するには，小地域での判別に比

べ様々な課題がある．地域による農事暦の違い，異なる毎年の気象条件が土地利用の判別特徴に変動を

生じるからである．よって土地利用毎に明確な特徴を捕捉する必要がある．長野ら（2017）はオープン

アクセスの中解像度衛星画像（合成開口レーダ（SAR）・光学）を用いることによって，単年度の解析で

は異なる地域においても 20a 程度までであれば水田と水田以外の農地を高精度で判別できることを報

告した．一方日本の中山間地域では 20a を下回る区画が多くを占める．そこで本研究では高解像度 SAR
の農地判別性能を中解像度 SAR と比較した．  
2. 研究対象地・使用データ・分析方法 

研究対象地

兵庫県篠山市（以下篠山）と新潟県上越市吉川土地改良区（以下吉川）の耕区群で 2016，2017 年度

にドローンを併用しながら目視で土地利用調査を行った. いずれの地域においても主な土地利用は水稲，

大豆，耕作放棄であった．  
使用データ

本研究で用いたのは C バンド SAR の Sentinel-1 と L バンド SAR の Alos-2（SM1）である．空間解

像度はそれぞれ 5×20m，3×3m である．回帰日数は Sentinel-1 が 12 日（2017 年からコンステレーシ

ョン化により 6 日）である．Alos-2 の回帰日数は 14 日だが，様々なモードで観測が行われているため，

同一モードでの定期的画像取得が現状では困難である．Sentinel-1 については単偏波 VV のプロダクト

を 3 月から 11 月までの期間 24 日間隔でデータを取得した．Alos-2 については対象地域を捉える SM1
モードの単偏波 HH について可能な限りデータを取得した． 

分析方法

衛星画像は前処理（幾何補正，Refined Lee フィルタによる単イメージフィルタリング，ジオコーデ

ィング）の後，各圃場の耕区ベクターファイルに空間解像度 3m でリサンプリングした．土地改良区連

合・水土里ネット耕区情報を用いて各農地の後方散乱値を抽出した．農地を 5a 毎にクラス分けして後

方散乱値の統計を得ることで解像度の影響を検討した． 
3. 結果と考察 

水田の特徴

図１ 左 に示すように Sentinel-1 においては田起こし期（1 月 1 日からの積算日で 100 日付近）に後

方散乱係数が-8~-10 の高い値をとり，15a 以上の農地において湛水後に 5dB 程度の後方散乱値の低下

が見られた．15a 以下の農地においても低下するものの，幅が小さくなった． Alos-2 では 10a 以上の
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水田において同様の後方散乱値の低下が捕捉された（図１ 右 ）．一方土壌水分への感度が高いため積

雪の多く湛水前でも土壌が湿潤な吉川では後方散乱値が低くなる傾向が見られた． 
大豆畑の特徴

Sentinel-1 による大豆畑の観測は，篠山，吉川において 100 日から 125 日にかけて後方散乱係数が低

下し，その後 200 日付近に向けて増加傾向を示した．5-10a の農地でも大きな農地と同様の特徴を捕捉

していた（図 左 ）．Alos-2 では 150 日に後方散乱係数は最低値を取り，その後 270 日付近で最大値

を取るまで漸増した（図 右 ）．0-5a の農地も比較的良好に捕捉していた．150 日は苗の植え付け期に

あたり，270 日は収穫期にあたる．地上バイオマスの増加に沿うような変化を見せた． 
耕作放棄地の特徴

Sentinel-1，Alos-2 いずれも耕作放棄地の後方散乱係数は大豆畑と類似した推移を示し，両者の判別

は極めて困難であった．  
4. 結論 

15a 以下の小区画水田の判別性能は高解像度の Alos-2 が Sentinel-1 を上回った．一方大豆と耕作放

棄地については Sentine-1 でも 5a 以上で特徴が取得できていた．  

 
図 2016 年篠山における水田の面積別後方散乱係数（左: Sentinel-1, 右:Alos-2）

図 2016 年篠山における大豆の面積別後方散乱係数（左: Sentinel-1, 右:Alos-2） 
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